
 本規定は日本塑性加工学会論文誌「塑性と加工」

に論文の原稿を投稿する場合の諸規定を示したもの

である． 

1.  投稿資格 

 日本塑性加工学会の正会員，学生会員および名誉

会員であること． 
注 1） 会員以外の共著者を含むことは差し支えない．ただ

し，筆頭著者は，本会会員とする． 
注 2）討論への投稿は，本会会員に限らない． 

2.  原稿の責任および著作権 

2.1  記事の内容についての責任は著者が負う． 
注 3） 他の著作物から図表等を引用する場合，原著者およ

び発行者の許可の取得は著者の責任において行う． 
2.2  論文誌に掲載された記事の著作権は，本会に属

する．ただし，著者自身の利用は妨げない． 
2.3 論文誌に掲載される記事は，クリエイティブ・

コモンズのライセンス（CC ライセンス）の「CC 
BY-NC-ND（表示-非営利-改変不可）」の条件下で

オープンアクセスとして公開する．著者および共

著者は CC ライセンスの付与に同意しなければな

らない．  

3.  原稿の内容と分類 

3.1  塑性および塑性加工に関連する理論的，実験的

ないし思索的な内容を有し，日本語または英語で

書かれたものとする． 
3.2  原稿の内容は著者の原著で，一般に公表されて

いる刊行物に未発表であるとともに投稿中でない

ものに限る． 
注 4） 速報的記録として公表された小報告（講演論文等）

および著者の所属機関において発行する刊行物に投稿

された小報告を，補充・完成させた後，投稿することは

差し支えない． 

3.3  著者は，原稿の作成に際して，「日本塑性加工

学会 論文投稿・校閲に関する倫理指針」を遵守し

なければならない．  
3.4  論文は，(1) 論文，(2) 総説論文，(3) 速報論文，

および (4) 討論の 4 種に分類される．さらに，論

文および総説論文は，次のカテゴリーに分類され

る．すなわち， 
(a)  工学的な意義に重点をおいたもの． 
(b)  工業的，技術的な立場から実用性に重点をお

いたもの． 
(c)  新規性ないし発展性を重視したもの． 

論文の 4 種は次の条件を満たさねばならない． 
(1)  論文：著者の研究成果の原著で，価値ある結

果を含み，内容がカテゴリー (a)，(b) ないし (c)
のいずれかに該当する． 

(2)  総説論文：著者あるいは著者以外の重要な文

献を引用して，研究の発展過程を明確にしつつ，

総合的に整理・総括することにより，個々の研

究成果だけでは得られない価値ある結論を導い

た論文で，内容がカテゴリー (a) ないし (b) の
いずれかに該当する． 

(3)  速報論文：著者の研究・技術成果の原著で，

速報性が高い論文（塑性加工春季講演会・塑性

加工連合講演会の講演論文に概要，考察，参考

文献などを加えたものを含む）がこれに該当す

る． 
(4)  討論：論文誌に掲載された論文等の内容につ

いて，著者と誌上にて質疑応答を行うもの． 
注5） 討論の対象になる論文等は，論文誌に掲載後 6 か月

以内のものに限る．ただし，原則として1回限りとする． 

4.  投稿方法および原稿の形式 

4.1  以下のアンダーラインで示した書類は，すべて

学会ホームページの論文誌「塑性と加工」のペー

ジからダウンロードできる． 
4.2  投稿には電子投稿システムを利用する． 
4.3  原稿は，本投稿規定，執筆要領に従う必要があ

る．原稿は以下の 2 種類から選択することができ

る． 
① 和文原稿見本に従い，最初から掲載時のフォー

マットで作成した原稿．論文投稿原稿テンプレー

ト Word 版の最新版を用いて原稿を作成し，掲載

までのレイアウトは著者が行う． 
② フリーフォーマット原稿．文章と図表はWordフ

ァイルにまとめて電子投稿する．CAD などのデー

タは図形式で貼り付ける．レイアウトは最終原稿を

基に論文誌編集委員会が行う． 
4.4  原稿（4.3 参照）のページ数は，レイアウト後に

表 1 に示す標準の刷上りページ数以内とする．論

文および総説論文は標準刷上りページ数以上の超

過を認める．ただし，超過料金（「6. 掲載料」参

照）が必要である． 

表 1 標準刷上りページ数 
原稿の種別 標準刷上りページ数 
論   文 6 
総 説 論 文 8  
速 報 論 文 4  
討論（質問） 1/3 以内 
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http://www.jstp.jp/r/updata/toukoukitei_j-110827.pdf
http://www.jstp.jp/r/updata/youryou_j-100712.pdf
http://www.jstp.jp/r/updata/sample-100604.pdf
http://www.jstp.jp/r/updata/template_090203.doc
http://www.jstp.jp/r/updata/template_090203.doc


5.  原稿の提出，校閲・審査 

5.1  論文等の投稿時の提出物は表 2に示したもの一

式とする． 
5.2  原稿が電子投稿システムに投稿された日を受

付日とする． 
5.3  掲載の可否は，校閲結果に基づき論文誌編集委

員会が決定する．なお，不採択と決定した場合に

は理由を付して著者に通知する． 
5.4  論文誌編集委員会は，著者に対し原稿の内容照

会を行うほか，訂正，短縮あるいは加筆，および

関連する資料の提出を求めることがある． 
5.5  著者は，論文誌編集委員会からの上記要求のす

べてに対して回答した回答書および修正箇所を朱

書きで明記した修正原稿を提出する．ただし，応

じられない要求に対しては，その理由を回答書に

明記する． 

表 2 投稿時の提出物 
提 出 物 形 式 
連絡先 Web 上で入力 

著作権譲渡書注6) 署名押印後スキャナーで
読み込んだ PDF ファイル 

チェックリスト注6 Word or PDF ファイル 
論文内容について
の著者申告注6) Word or PDF ファイル 

論文原稿注7) Word ファイル 
要旨和訳（和文原

稿の場合） Web 上で入力 

参考文献等校閲の
参考となる資料注8) PDF/Zip ファイルなど 

注6） 学会ホームページ，論文誌「塑性と加工」のページ

中の表 1 からダウンロードすること． 
注7） 4. 3，4. 4 に基づいて作成すること． 
注8） 連報の場合の前報は，必ず添付すること，その他，

数式誘導の詳細など校閲に必要と考えられるものも添

付すること． 

5.6  論文誌編集委員会は，原稿の種別の変更とそれ

に伴う記述の改変を著者に求めることがある．ま

た再提出が 2 か月を越えた場合には新規の投稿と

して取扱う． 
5.7  論文誌編集委員会が訂正を求めたり，著者の修

正希望を承認した場合以外は原則として，原稿の

内容を変更することはできない． 
5.8  論文誌編集委員会より正原稿送付の依頼通知

があった場合，執筆要領付録 1 の指示に従って作

成した正原稿を当委員会へ提出する．正原稿提出

後，5.7 が守られていないことが判明した場合，掲

載否となることがある． 
5.9 論文の投稿から掲載までの原稿の流れの概略

を執筆要領付録の図 1 に示す． 
5.10 印刷版は白黒（グレースケール）とする．希望

する場合，電子版（WEB (J-STAGE) 公開版）では

全頁カラーとすることができる．ただし，図表は

グレースケールでも判別できるように工夫する必

要がある． 
付記 1.  論文誌掲載の印刷版にカラー印刷を希望する場

合には，論文投稿時にカラー印刷を希望するページ番号

を論文誌編集委員会に申し出ること．経費は 1 ページ

あたり 88,000 円（消費税 10%込）とし，これは後述の

掲載料とあわせて著者に請求する．  

6.  掲 載 料（消費税 10%込） 

6.1  論文等の掲載料は，標準ページ数以内の場合は，

論文および総説論文 66,000 円，速報論文 27,500 円

とし，超過ページに対しては，1 ページにつき，

11,000 円の超過料金を加算する．フリーフォーマ

ット原稿の場合，レイアウト編集費として，1,980
円／刷上りページを追加で請求する． 

6.2  討論の掲載料は無料とする． 
6.3 講演会での優秀論文講演奨励賞受賞者の特典

として，講演会から 6 か月以内の投稿について，

論文と速報論文の掲載料を半額とする．ただし，

フリーフォーマット原稿の場合，レイアウト編集

費として，1,980 円／刷上りページを追加で請求す

る． 

7.  別 刷 

別刷を注文する場合は，「論文系別刷のご希望・

お申込みについて」に従い，別刷申込書を提出する

こと． 

8.  掲載後の正誤および訂正 

8.1  掲載後発覚した記載ミスに対する正誤表は，著

者から申し出があり，かつ，論文誌編集委員会が

認めた場合に限り掲載する． 
8.2  正誤表掲載の申し出は，当該論文掲載誌の発行

から 1 か月以内とする． 

9．論文の公開 

 論文は「塑性と加工」に掲載するとともに，J-
STAGE においても公開される．J-STAGE に掲載さ

れた論文は公開後直ちにオープンアクセスとなる． 

10.  Materials Transactions (MT)掲載論文の 

「塑性と加工」への投稿 

10.1  本学会に著作権のある MT 掲載論文は，発行

後 2 年以内であれば，本規定に準じて「塑性と加

工」に和文投稿できる． 
10.2  論文誌編集委員会は，通常論文と同様の手順

で校閲を行う．ただし，校閲は，原則として MT 論

文を担当した査読者・校閲者が担当し，主に和文

として正しく再録されているか否かに重点をおい

http://www.jstp.jp/r/updata/toukou2_c3-100712.doc
http://www.jstp.jp/r/updata/toukou2_c1-110802.doc
http://www.jstp.jp/r/updata/toukou2_c4-100604.doc
http://www.jstp.jp/r/updata/toukou2_c4-100604.doc
http://wwwr.jstp.or.jp/updata/furoku.pdf
http://wwwr.jstp.or.jp/updata/furoku.pdf


て行う． 
10.3  投稿時に当該 MT 論文を参考資料として提出

しなければならない（表 2 参照）． 

11. 投稿論文の Materials Transactions (MT)へ
の転載 

日本塑性加工学会論文誌「塑性と加工」に掲載

された論文は，発行後 2 年以内であれば，Materials 
Transactions (MT)に英文翻訳投稿できる．ただし，

速報論文は MT に翻訳投稿はできない．詳細は MT
投稿規定を参照のこと． 

12．Journal of Materials Processing Technology
への推薦 

12.1 2 年以内に日本塑性加工学論文誌「塑性と加工」

に収録された和文論文の内容を  Journal of 
Materials Processing Technology に投稿することが

できる．この場合，論文誌編集委員会より推薦状

を発行する． 
12.2 英文原稿の作成は著者の責任で行い，必要に

応じて増補する．元の和文論文に記載したデータ

と論文全体における主張・解釈は忠実に英文原稿

に反映をさせなければならない．論文誌編集委員

会での推薦の決定を受け，最終的な採否は Journal 
of Materials Processing Technology での Peer Review
の結果により決定される． 

12.3  Journal of Materials Processing Technology への

英文原稿の作成および投稿にあたり，以下の注意

事項を参照のこと． 
・英文原稿の内容が「塑性と加工」掲載論文と同じ

であること． 
・著者は「塑性と加工」の和文の順序にとらわれる

ことなく，判りやすい英文の文章を作成するよう

に心がけること． 
・英語を母国語とし理工学の知識がある第三者によ

り，全ての英文（図表中の英文やキャプションを

含む）が校正されていること． 
・ 原 稿 の 体 裁 が Journal of Materials Processing 

Technology の規程に適合していること． 

13. 罰 則 

論文に不正行為が認められた場合は，その種類お

よび程度により処分が行われる．この他，投稿規定

および執筆要領への逸脱が著しい場合，それに対す

る補正に応じない場合，あるいは，論文誌編集委員

会および学会事務局の業務への迷惑行為が繰り返さ

れ，学会の業務に悪影響を与える場合には，論文の

校閲作業の中止，著者の一定期間内の投稿禁止など

の処分が行われる．なお，論文誌編集委員会は，対

象者にその旨を通知するものとし，その通知をもっ

て効力が生ずるものとする． 
 

 


